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中野島

8:50

谷保
(9:10) 7 清水茶屋跡 常盤の清水

谷保弁天 15

改札出て左 谷保の湧水と立
場茶屋跡(下記)

谷保天満宮
裏参道口(出発)

10
城山歴史環
境保全区域

旧柳沢家
(移築)

10

崖上の城址は民地
下はハケの道公園

漬物も商う豪農
ﾄｲﾚは要脱靴

国立郷土
文化館

5 矢川おんだし 7 まました湧水 25

周りは昭和初期
までわさび田

矢川緑地
保全地域

矢川弁天 15
無門庵

(昼食会12:00)
西国立駅

矢川の主水源 (別途案内)

☞

◆

◆

◆

◆

◆ 矢川緑地保全区域  2.1ｈａの矢川緑地保全区域は地元のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等で保全されていて、 蒲が茂っています

きれいな弁天池の水（下記）

天満宮社叢は都天然記念物(下記)

ﾄｲﾚはここがお勧め

従来の木道は撤去され、湧水の流れ
の傍らに遊歩道が整備された

矢川が用水路の水を押出す様に直角に合流
この時期は用水路の水量がわずかで押出していない

新年昼食会と青柳崖線ハケの道散歩

青柳崖線  立川崖線のうち谷保から青柳にかけて低位となった崖線を青柳崖線と呼んで区別されています。

この青柳崖線に沿ったハケの道散歩です。谷保(やぼ)村.青柳村が合併して国分寺と立川の両文字とって国立町に

[参考]多摩川が作った河岸段丘(階段状の地形）の一番低い段丘を立川段丘と呼んでいます。段丘の縁は連続した崖に
なっていて崖線と呼ばれ、崖下には湧水がみられます。 この崖線を関東の方言でハケ，ママと呼ばれています

谷保天神 関東三大天神(湯島.亀戸)。この地に流されていた道真の三男道武が父の訃報に接して道真の坐像
を彫った⇒谷保天神のご神体に(秘宝で非公開) ところが、あまりにも稚拙⇒野暮天の語源説に。
谷保の本来の読みはやぼで、駅名はやほ駅に命名された

谷保湧水 崖線の下にある谷保天満宮では境内のいたるところから清水が湧き出ていたといわれます。
  清水茶屋は江戸名所図会にも紹介され、清水でさらしたｿｰﾒﾝや蕎麦などを街道の旅人に供した立場茶屋。
☞ 湧水のﾊｹ下から上の社叢に上がってﾊｹ下の天満宮に戻りますが、社叢巡りは個人の自由選択です

太数字 電車発時刻. 括弧数字 同到着時刻
斜数字 休憩等を含まない実歩行時間 斜太数字 同累計

新年昼食会  12:00 ミニ懐石  昼食のみ参加も歓迎  詳細は別途ご案内のとおり。

150m  2

6km  1:30現在矢川で辿れる最上流端
弁天池は循環水できれいでない
付近は私有地につき留意ください

清冽な湧水の流れ

危険個所等  ありません。連続した坂道もありません。 ハケの上下の往き来があります

参加連絡期日  12月22日      参.不参加を返信メール等で連絡をお願いします(吉川代表宛て）

期 日  2017.１月.11日(水)

昼食会 12:00  無門庵  詳細は別途ご案内のとおりです。 昼食会のみ参加も歓迎です

担当 山崎.松永(当日 090-1609-5814)

雨天の場合  新年昼食会のみになります

谷保天満宮

☞無門庵直行者及び雨天の場合

中野島発11:30 西国立駅着 (11:53)  歩２分






